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火 災 概 況 

１ 出火件数 

平成 29 年中の出火件数は 47 件であり、前年に比べ 13 件増加している。 

火災種別ごとの件数をみると、「建物火災」が 22件と最も多く、出火件数の 46.8％を占め、「そ

の他の火災」20件（42.6％）、「車両火災」5件（10.6％）となっている。 

これらの出火件数を前年と比べると、「建物火災」が同件数で、「その他の火災」が 12 件増加、

車両火災が 2件増加、船舶火災が 1件減少となっている。 

 

２ 火災の損害・死傷者の状況 

  平成 29 年中の建物焼損棟数は 32 棟で、前年に比べ 3棟増加している。焼損床面積については、

1,190 平方メートルで、前年に比べ 255 平方メートル増加している。また、焼損表面積は 1平方メ

ートルで、前年に比べ 154 平方メートル減少している。 

  平成 29 年中の火災による損害額は、116,583 千円で、前年に比べ 63,311 千円増加している。 

  平成 29 年中の火災による死傷者数は、死者については 1人、負傷者については 5人で、それぞ

れ前年と同数である。 

 

３ 出火原因 

平成 29 年中の出火件数 47 件のうち、出火原因については、「不明・調査中」10 件を除くと、「た

き火」が 12 件（25.5%）で最も多く、「電気機器」及び「電灯・電話等の配線」が 3 件（6.4％）

で上位を占めている。 

「たき火」が原因による火災は前年と比べ 9 件増加し、前年の原因別出火件数の上位に入って

いた「たばこ」は 4件減少し１件となっている。 

  

４ 住宅用火災警報器  

平成 18 年 6 月に新築住宅、平成 21 年 6 月から既存住宅にも住宅用火災警報器の設置が義務付

けられ、宗像地区での設置率は 80.5％（平成 29年 5 月現在）となっている。 

平成 23 年から平成 29年までの住宅用火災警報器の奏功事例は 15件あり、一定の効果をあげて

おり、設置から 10 年以上経過している場合は住宅用火災警報器の交換を推奨し、日常の点検のし

かたについても広報を行っている。 



























市別出火件数

市別損害額

 

 
 

宗像市

28件

福津市

19件

出火件数 47件

宗像市

67,158千円

福津市

49,425千円

合計 116,583千円
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救 急 概 況 

１ 救急出動件数等の概況 

平成29年中の救急自動車による救急出動件数及び救急搬送人員は、6,385件、5,923

人であり、前年と比べると、出動件数は336件、搬送人員は249人それぞれ増加した。 

救急自動車による出動件数は、一日平均17.5件で、約82分に1件の割合で救急出動

し、市民の約27人（前年約28人）に1人が救急自動車により搬送されたこととなる。 

また、覚知から現場到着までの所要時間の平均は8.7分（全国平均8.5分）、医療機

関収容までの所要時間の平均は31.6分（全国平均39.3分）となり、現場到着は全国平

均よりも長くなったものの、医療機関収容は短くなっている。 

ヘリコプター使用による搬送件数及び搬送人員は、6件、6人であり、前年と比べる

と、搬送件数は3件、搬送人員は3人それぞれ減少した。（内訳～福岡県ドクターヘリ 

6件・民間ヘリ0件） 

 

２ 救急搬送人員の詳細 

平成29年中の救急搬送人員を傷病程度別割合で見ると「軽症」が33.0％、「中等症」

が60.1％を占めている。事故種別構成比で最も大きかったのは、全体の63.7％を占め

る「急病」であり、昨年と比べ149人増加しており、「一般負傷」も、昨年と比べ49

人増加している。年齢区分別割合で見ると「高齢者（65歳以上）」が、全搬送人員の

61.8％を占めており、「成人（18歳以上65歳未満）」の28.6％を大きく上回っている。 

今後、高齢化の一層の進展による人口構成の変化が見込まれており、救急需要はさ

らに高まる可能性がある。 

 

３ 市民による応急手当の状況 

救命率の向上には、市民による応急手当実施率の向上、救急隊による迅速な搬送と

応急処置、医療機関による適切な治療（救命のリレー）の地域総合力がいかに高いか

が重要となる。 

宗像地区消防本部では救命率の向上を図るため、バイスタンダー（救急現場に居合

わせた人）による応急手当の普及啓発活動を推進し、平成6年から普及啓発に取り組

み、現在までに救命講習（普通・上級）の受講者が延べ67,517人に達し、市民の約42％

が受講している。 

 

平成29年中に応急手当が実施された傷病者数は、救急隊が搬送した心肺停止傷病

者数全体の66.1%にあたる80人で、平成28年より4.9％増加している（心肺停止傷病

者搬送者数は、平成29年中は121人で、平成28年中より23人の増加）。 

 



過去10年間の救急出動件数及び人口の推移
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過去10年間の3大事故種別（急病・交通事故・一般負傷）の出動件数の推移
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1 2 26 1 7 74 1 4 384 55 4 558

2 5 35 3 5 73 6 2 314 65 3 511

3 1 46 6 1 79 2 1 359 43 3 541

4 3 1 31 3 6 94 2 1 359 56 5 561

5 2 1 26 2 9 69 2 4 320 48 2 485

6 38 2 9 82 1 1 313 47 493

7 1 2 38 9 11 86 3 362 56 9 577

8 2 38 11 11 85 2 5 340 54 5 553

9 1 24 2 8 76 1 8 284 62 5 471

10 37 2 3 98 1 340 55 6 542

11 2 40 2 4 85 2 1 321 42 5 504

12 3 1 44 2 3 98 3 3 370 59 3 589

合計 18 9 423 45 77 999 22 34 4,066 642 50 6,385

前年 14 1 10 424 53 70 940 17 48 3,850 570 52 6,049

1 20 1 7 67 1 4 351 54 505 53

2 1 30 3 5 68 4 1 287 65 1 465 46

3 43 6 1 75 2 336 43 506 35

4 1 26 2 6 87 1 331 55 509 52

5 1 23 2 8 63 1 4 293 47 442 43

6 34 2 8 79 1 289 47 460 33

7 1 35 9 11 79 2 339 56 532 45

8 1 34 10 11 76 2 4 311 53 502 51

9 21 2 7 74 1 5 265 61 436 35

10 33 2 3 95 1 319 54 507 35

11 36 2 4 81 2 302 42 469 35

12 2 1 38 2 3 91 3 1 346 59 546 43

合計 3 5 373 43 74 935 17 23 3,769 636 1 5,879 506

前年 3 1 5 391 53 69 888 12 28 3,620 566 2 5,638 411

1 20 1 7 67 1 4 352 54 506

2 1 31 3 5 68 4 1 287 65 2 467

3 48 6 1 75 2 337 43 512

4 1 29 2 6 87 1 331 55 512

5 2 26 2 8 63 1 4 293 47 446

6 35 2 8 79 1 289 47 461

7 1 39 9 12 79 2 339 57 538

8 1 37 10 11 77 2 4 311 53 506

9 23 2 7 76 1 5 265 61 440

10 37 2 3 95 1 319 54 511

11 41 2 4 81 2 305 42 477

12 2 1 39 2 3 91 3 1 346 59 547

合計 3 6 405 43 75 938 17 23 3,774 637 2 5,923

前年 3 1 6 416 53 71 889 13 28 3,625 567 2 5,674
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事故種別

市別

転
　
院

医
　
師

資
機
材

そ
の
他

宗像市 11 6 254 27 67 645 16 18 2,501 447 18 4,010

福津市 7 3 167 18 10 354 6 16 1,565 195 32 2,373

管外 2 2

合計 18 9 423 45 77 999 22 34 4,066 642 50 6,385

宗像市 3 3 228 26 64 609 11 14 2,361 444 1 3,764 246

福津市 2 143 17 10 326 6 9 1,408 192 2,113 260

管外 2 2

合計 3 5 373 43 74 935 17 23 3,769 636 1 5,879 506

宗像市 3 3 254 26 65 612 11 14 2,363 444 2 3,797

福津市 3 149 17 10 326 6 9 1,411 193 2,124

管外 2 2

合計 3 6 405 43 75 938 17 23 3,774 637 2 5,923
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その他の事故

交通事故

登山者の男性１名が、下山してないと
の通報により救助出動したもの。山頂
付近で要救助者を発見、観察の結果、
歩行可能であったため介添にて下山さ
せたもの。

6

87
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15水難事故

沖合３００ｍで船が転覆し、乗組員が行
方不明との通報により救助出動したも
の。沖合２００ｍの波止場の消波ブロッ
ク内で要救助者を発見、用手にて波止
場まで引き上げスノーボードに収容し
救出したもの。

その他の事故

1

15

4

5

共同住宅の屋上にて、作業をしていた
男性が頭痛、めまい及び痙攣を生じ地
上に降りれないとの通報により救助出
動したもの。男性を観察しスノーボード
に収容、救助工作車のクレーンにて地
上に救出したもの。
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出動状況
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12月31日

高齢男性が一般道を農耕用トラクター
で走行中に誤って落差２．５ｍ下の田ん
ぼに転落し、背中部分を挟まれている
との通報により救助出動したもの。田ん
ぼ内に進入後、人力で農耕用トラク
ターを持ち上げ高齢男性を救出し、
バックボードに固定し路上まで引き上
げ救出したもの。
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宗像市7月27日 12
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